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【年通号数】公開・登録公報2013-029
【出願番号】特願2011-259485(P2011-259485)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/60     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  23/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/60    ３１１Ｑ
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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月30日(2014.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　複数の電極パッドが配列形成された半導体素子と、
　各々の前記電極パッドに対応して配列された複数の接続パッドを有する配線基板と、
　前記電極パッドに接続された円柱状の基端部と、前記基端部から突出するように形成さ
れた誘導部とを有し、柱状に形成された複数の電極端子と、
　前記誘導部と前記接続パッドとを互いに電気的に接続するはんだと、
を有し、
　前記誘導部は、前記基端部と面一な外周を有する円柱にその外周の一部を残すように切
り欠きが形成された形状であり、平面視断面積が前記基端部の平面視断面積よりも小さく
、外周の一部が前記基端部の外周の一部と面一な円弧状の外周を有し、前記基端部の外周
と面一な円弧状の外周側に向って前記はんだを誘導するように形成されたこと、
を特徴とする半導体装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　一主面に配列形成された複数の電極パッドと、
　前記電極パッドに接続され、柱状に形成された複数の電極端子と、
を有し、
　前記電極端子は、前記電極パッドに接続された円柱状の基端部と、前記基端部から突出
するように形成された誘導部とを備え、
　前記誘導部は、前記基端部と面一な外周を有する円柱にその外周の一部を残すように切
り欠きが形成された形状であり、
　前記誘導部の外周の一部は、基端部の外周の一部と面一な円弧状であり、
　前記誘導部の平面視断面積は、前記基端部の平面視断面積よりも小さく、
　前記誘導部は、前記電極パッドと対応して配線基板に形成された接続パッドとはんだに
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より互いに電気的に接続されること
を特徴とする半導体素子。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　複数の電極パッドが配列形成された半導体素子と、前記半導体素子の各々の電極パッド
に対応して配列された複数の接続パッドを有する配線基板と、を有する半導体装置の製造
方法であって、
　前記電極パッドに接続される円柱状の基端部と、前記基端部から突出するように形成さ
れた誘導部とを含み、前記誘導部は、前記基端部と面一な外周を有する円柱にその外周の
一部を残すように切り欠きが形成された形状であり、前記基端部の外周の一部と面一な円
弧状の外周を有し、前記誘導部の平面視断面積は前記基端部の平面視断面積よりも小さい
、柱状の電極端子を形成し、
　前記誘導部と前記接続パッドをはんだにより互いに電気的に接続し、
　前記はんだによる電気的な接続に際し、前記誘導部は前記基端部の外周と面一な円弧状
の外周側に向って前記はんだを誘導すること
を特徴とする半導体装置の製造方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一観点によれば、複数の電極パッドが配列形成された半導体素子と、各々の前
記電極パッドに対応して配列された複数の接続パッドを有する配線基板と、前記電極パッ
ドに接続された円柱状の基端部と、前記基端部から突出するように形成された誘導部とを
有し、柱状に形成された複数の電極端子と、前記誘導部と前記接続パッドとを互いに電気
的に接続するはんだを有し、前記誘導部は、前記基端部と面一な外周を有する円柱にその
外周の一部を残すように切り欠きが形成された形状であり、平面視断面積が前記基端部の
平面視断面積よりも小さく、外周の一部が前記基端部の外周の一部と面一な円弧状の外周
を有し、前記基端部の外周と面一な円弧状の外周側に向って前記はんだを誘導するように
形成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　めっき法により形成される電極端子１３は、長さにばらつきが生じる。従って、電極端
子１３ａよりも短い電極端子１３ｂの場合、電極端子１３ｂと接続パッド２２ｂの間に、
はんだ３１ｂ，３２ｂが残存し、これらによるはんだ３０ｂにより、電極端子１３ｂと接
続パッド２２ｂが電気的に接続される。このように、はんだ３１ａ，３１ｂ，３２ａ，３
２ｂの量を多くすることにより、長さにばらつきが生じる電極端子１３ａ，１３ｂは、そ
れぞれに対応する接続パッド２２ａ，２２ｂと接続される。従って、ばらつきによる接続
不良を低減することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　また、先端部がテーパ状に形成されるとともに先端を平坦に形成した電極端子を用いる
ようにしてもよい。
　例えば、図１９（ａ）に示すように、電極端子１１１ａは、略円柱状に形成され、先端
部１１２ａを斜めに切り欠いて傾斜面１１３ａが形成されている。同様に、図１９（ｂ）
に示すように、電極端子１１１ｂは、矩形柱状に形成され、先端部１１２ｂを斜めに切り
欠いて傾斜面１１３ｂが形成されている。このように形成された電極端子１１１ａ，１１
１ｂは、図１９（ｃ）に示すように、先端部１１２ａ，１１２ｂの方向にはんだを誘導す
る。
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